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数
學
的
経
済
學
の
論
理
的
構
造
の
批
判

(
こ

米

田

庄

太

郎
.

　

私

は
本
雑

誌

昨
年
三
月
號

に
「
敷

學
的
経
済

學
」
.
同
七
月
號

に
「
数
學

的
経
濟
學

の
論
理
角
構
蓮
」
一
、
.同

八
月

く

ト

　

號

同

二
を
公

侵
し

た
が
、
本
論
文

は
右

の
諸
論
文

の
続
稿

で
あ

る
。
そ
う
し

て
私
は
本
論
文

に
於

て
は
、
歎

學

葡

経
済

學

の
實

質
的
内
容

、
師
ち
其

の
経
済

的
諸

理
論
や
譜

法
則
或
・は
講
方
程
式

惣
論
評
せ
ん
と

す

る
の
で
は
な

く
、

其

の
論
理
的
構
造
を

論
理
的
或

は
方

法
論
的

に
批
判

せ
ん
と
す

る
の

で
あ

る
。
・、

「
敷

學

的
繧
濟
學

の
論
理
的
構
造
」
に
於

て
論
述

せ
る
庭

に
よ
り
て
考

ふ
れ
ば

、
数
學

的
経
済

學

の
論
理
名
構
造

に
於

て
中

心
的
地
位

を
占

む

る
も

の
は

、
経

済
的
均
衡

の
理
論

で
あ

る
こ
と
が
洞
察

さ
れ

る
と
患

ふ
冷
そ
う
も

て

私

は
本
論
文

に
於

て
は
、
敷
學

的
経
濟
學

の
論

理
的
構
造

の
全
般

に
亘
b

て
批

判
す

る
こ
と

は
、
所

詮
不

可
能

で

あ

る
か
ら
、
主
と

し
て
経
済

的
均
衡

の
論
理
的
本
質
を
考
究

す

る
に
止
め
ん
と

す
る
の
で
あ

る
。
併

し
夫

れ

に
先

だ

ち

て
極
簡
軍

に
、
先

づ

一
般

の
経
済
學
者

が
敷

學
的
経
濟
學

に
加

へ
た
批
評

を
考
察
し

て
、
其

の
論
理
的
可
能

性
問

題
及
び
其

の
効
力

問
題
を
論
究

し
、
次

に
特

に
敷

學
者

の
批

評
を
考
察
し

て
置

き
た

い
と
思

ふ
。
蓋
し
敷
學

.的
経
濟
學

は
、
特

に
敷

學
的
方
法
を
経
濟
學

に
適
用

し
、
出
来

る
だ
け
敷

學
的

に
経
済

學
を
構
成

せ
ん
と

す

る
む

数
學
的
経
済
學
の
論
理
的
構
造
の
批
判

第
三
十
二
巻

四
七
三

第
三
號

三
九



般
事
的
経
済
撃
の
論
理
的
睡
蓮
田
町
抗
剣

の
で
あ
る
か
ら
、
夫
れ
に
罰
す
る
敷
拳
者
の
批
評
に
注
目
す
る
こ
と
は
、
興
味
あ
る
こ
と
と
思
は
れ
る
か
ら
で
あ

第
三
十
二
巻

四
七
四

第
三
務

四
O 

←る
従
来
の
経
済
準
君
間
に
あ
り
で
は
、

一
般
に
め
ま
り
敷
拳
的
知
識
を
有
す
る
人
々
が
少
な
か
っ
た
が
矯
め
か
、

敷
島
・
的
経
梼
拳
を
よ
く
理
解
せ
Ar
に
、
或
は
之
を
理
解
せ
ん
LP
』
も
努
め
十
仁
、
直
ち
に
之
を
排
斥
す
る
模
な
人
々

は
多
か
っ
た
と
思
は
れ
る
。
又
経
櫨
開
準
を
研
究
す
る
に
営
っ
て
、
噛
探
め
高
等
敷
島
e

を
皐
ぶ
た
め
に
多
〈
の
時
間
を

県
や
す
ほ

rw
蚊
串
は
艦
梼
串
に
必
要
で
な
い
土
か
、
又
は
夫
れ
だ
け
の
刺
症
は
な
い
と
考
~
て
、
数
準
的
経
糟

皐
を
無
視
せ
ん
と
す
る
人
々
も
あ
っ
た
。
夏
に
敷
準
的
経
済
皐
を
.
経
済
皐
に
於
け
る
異
端
邪
設
の
如

t
に
考
へ

て
、
之
れ
に
劃
し
て
強
い
反
戚
を
抱
く
様
な
人
々
も
あ
っ
た
。
併
し
科
準
的
考
察
に
於
て
は
、
吾
人
は
右
仁
川
辺
ペ

し
が
如
き
人
々
の
非
科
率
的
な
態
度
や
戚
情
か
ら
愛
せ
る
言
論
に
は
、
敢
て
注
意
を
榔
ふ
必
要
は
な
い
と
恩
ふ
。

然
ら
ぱ
一
般
の
経
梼
皐
者
一
か
今
日
ま
で
に
、
敷
皐
的
経
済
皐
に
加
へ
た
批
判
の
中
で
、
科
準
的
見
地
か
ら
見
て
特

に
意
味
あ
る
と
思
は
れ
る
も
の
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
に
、
在
は
之
を
大
韓
上
二
部
類
に
n
T
っ
こ

と
が
出
来
る
と
思
ふ
。
業
の
一
は
極
構
拳
は
本
来
一
の
精
紳
科
事
で
あ
る
が
故
に
、
之
れ
に
敷
事
的
方
法
を
適
用

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
見
て
、
敷
田
申
的
経
梼
率
を
排
斥
せ
ん
と
す
る
批
評
、
即
ち
夫
れ
は
論
理
的
に
不
可
能
で

あ
る
と
見
る
批
判
で
あ
る
。
そ
れ
で
在
は
此
虞
に
此
の
部
類
の
批
評
に
就
て
、
敷
率
的
経
梼
畢
の
論
理
的
可
能
性

問
題
を
論
究
し
た
い
と
思
ふ
。
業
の
二
は
、
戴
準
的
経
済
皐
は
今
日
ま
で
に
院
に
か
な
り
の
年
月
間
後
遺
し
て
来



七
に
拘
ら
守
、
経
済
率
上
別
段
に
新
し
き
異
理
を
後
見
し
て
居
な
い
、
即
ち
賓
質
的
に
は
鰹
梼
拳
の
進
歩
に
何
等

貢
献
し
て
居
な
い
と
考
へ
、
結
局
夫
れ
は
無
用
な
も
の
或
は
無
効
力
な
も
の
と
認
め
る
批
評
で
み
る
。
そ
れ
で
怠

は
此
蕗
に
此
の
部
類
の
批
評
に
就
て
川
敷
率
的
経
梼
皐
の
効
力
問
題
を
論
究
し
た
い
と
息
ふ
。
但
し
右
の
ニ
問
題

と
も
、
此
慮
で
は
詳
し
く
論
過
す
る
紙
面
の
傍
搭
は
な
い
か
ら
、
遺
憾
な
が
ら
筒
車
に
論
過
す
る
に
止
め
る
。

(ー・)

動
畢
的
醸
酒
畢
の
論
理
的
不
可
能
性
問
題

今
粧
構
事
は
本
来
一
の
精
紳
科
皐
T
あ
る
と
見
る
立
場
か
ら
し
て
、
数
間
中
的
極
構
感
の
不
可
能
性
骨
主
躍
す
る

経
済
準
者
が
、
業
の
主
要
な
る
理
由
と
な
す
も
の
は
、
何
人
間
の
行
震
は
戚
情
の
影
響
を
受
げ
る
と
と
大
な
名
も

の
に
し
て
、
そ
う
し
て
人
聞
の
自
由
は
方
程
式
の
中
に
押
し
込
ま
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
云
ふ
こ
と
、
山
例
経
櫨
開

行
潟
の
研
究
に
数
率
的
方
法
営
通
用
せ
ん
と
す
る
に
於
て
は
、
人
聞
は
総
て
の
時
、
綿
て
の
所
に
於
て
、
恒
定
不

盤
で
あ
る
、
或
は
常
敷
で
あ
る
と
見
倣
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
然
る
に
質
際
に
於
て
は
或
は
現
買
に
於
て
は
、
人

聞
は
種
々
性
質
を
異
に
し
、
且
つ
絹
へ
示
品
理
化
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
総
て
人
聞
の
行
震
の
敷
撃
的
研
究
は
、

金
〈
現
買
を
離
れ
た
、
あ
ま
り
に
抽
象
的
な
も
の
と
な
る
危
険
が
あ
る
と
云
ふ
こ
と
、
何
タ
ト
ヒ
載
率
的
に
精
神

現
象
を
研
究
し
得
る
と
し
て
も
、
極
構
問
題
の
前
提
を
巌
密
に
決
定
す
る
こ
と
は
、
殊
に
心
理
率
的
測
定
の
単
位

は
存
在
せ
ゴ
る
が
矯
め
に
、
快
戚
或
は
効
用
の
分
量
を
測
定
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
が
故
に
戴
畢
的
方
法

厳
撃
的
経
潜
撃
の
論
理
的
構
造
の
批
剣

第
三
十
二
容

四
七
五

第
三
時
制

四
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は
之

れ

に
適
用

さ
れ
得
な

い
と

云

ふ
こ
と
等
で

あ

る
と
思
は

れ

る
。
(冒
β
二
①
の
竃
o
「6
∬

ピ
げ
ヨ
勺
一ユ

幕
。。
∋
舞
ま
∋
㌣

昼

鳶
・。
窪

脅
8
巳

①
老

臣

虐
ρ

や

ω
ひ
曾

ω
ひ
」
墾

考
)

併

上
古

の
四
種

の
理
由
を

一
々
批

判
的

に
考
察

す

る
前

に
、
数
學
的
方

法

の
論

理
的
本
質

を
簡
軍

に
述

べ
て
置

く

こ
と
臆

肝
要

で
あ

る
と
思

は
れ
る
。
是
れ
歎

學
的
経
済
學

を
批
評

し
、
或
は
之

れ
に
反
謝

す

る

一
般

の
経
済
學

者
中

に
は
、
敷

學

的
方

法
の
論
理
的
本
質
を

よ
く
理
解

し

て
居
な

い
と
思

は
れ
る
人

々
が
少

な
く
な

い
か
ら

で
あ

る
。
其
等

の
人

々
は
敷
學

と
云

べ
ぱ
精

密

に
歎

的

に
計
算

す

る
こ
と
を
意
味

し
画
数
學
的
・万
法
と
云

へ
ば
精
密

に

数

的

に
計
算
す

る
方

法
を
意
味

す
る
も

の
と
解

し
、
か
く

て
精
密

に
敷

的

に
計
算

し
得
ら

れ
な

い
現
象

或

は
事
實

に
は
、
敷
學

的
方
法

は
適

用

し
得
ら

れ
な

い
も

の
と
考

へ
て
居

る
機

で
あ

る
が
、
併

し
精
密

に
歎

的

に
計

算

す
る

と
云

ふ
こ
と

は
、
決
し

て
敷

學

の
論
理
的
本
質

で
は
な

い
。
も

っ
と
も
初
等

の
数

學
射
撃
科

例

へ
ば
算

術
な

ぞ

に

あ
り

て
は
、
精

密

に
数

的

に
計
算

す

る
と

云

ふ
こ
と

は
本
質

的

で
あ

る
と
云
ひ
得
ら

れ
る
。
併

し
高
等

な

る
歎
學

に
あ
り

て
は
、
計

算

の
数
的
精
密

性
と
云

ふ
こ
と

は
、
決

し

て
其

の
論
理
的
本
質

と

は
云

は
れ
な

い
。
私

の
奮
師

タ
ー

ル
ド
は
嘗

て
、

「
物

理
學

の
進
歩

は
自
然

を

理
解

す

る
薦

め

に
、
・
物

理
學
者
を
し

て
之

を
分
量
化

す

る
に
至

ら
し

め
る
が

、
敷

學

の
進
歩

は
量
を
理

解
す

る
薦

め

に
、
歎

學
者

を
し

て
之
を
縄
掛
的

に
全

く
量
的
性
質

を
有
し

な

い
要
素

に
分
解

す

る
に
至
ら
し

め
る
」
と

云
は
れ
た
が
、
認
識

論
的
或

は
方
法

論
的

に
見

て
甚

だ
意
味

あ

ろ
言

葉

で

あ

る

と

思

は

れ

る

。
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併

し
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で

は

か

か

る
問
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を
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す

る
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は

な

い
が

、

と

渠
か
く
精

密

起
激

舶

蕉
…計
填

守

備

こ
と

を

、
直

ち

に
敷

學

的
方

法

の
論

理

的

本
質

と

見

て
、

経

済

學

の
研

究

に
敷

學

的
方

法

を

適

用

す

ゐ

己
乏

黒
板

「

約

す

は

正
當

で

な

い
の

で

、

か

か

る
経

済

學

者

に
謝

し

て

は

、
数

學

的
経

濟

畢

の
創

設
者

と

も

云

は

れ

る
ヲ

コ

ル

ノ

は

、
既

に
彼

の
著

書

(∩
o
=
∋
○
ρ

図
R
げ
醇
ω。}器
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ω号

評

言

自
首
o
ω

日
脚
9
伽
ヨ
註

ρ
=
。
ω
ユ
。

す

普
価。鳳
ゆ

ユ
。
ω

因
向。
匿

路
∫

旧
。。
い
。。
)
の
緒

言
中

に
左

の
如

く
述

べ
、

経
濟
學

の
研
究

に
身
を
委

ね
た
最

と
も
多

く

の
著

者

も
亦

、
富
一
の
理
論

に
藪

學
的

解
析
を
適

用
す
る

こ
と

の
性
{買
に
就

て
、
謬
れ

る
襯
A
心
を
抱

い

て
居

た
様

に
見

へ
る
と
云
ふ
た
が
、
彼
等

は
記
號
及

び
公
式

の
使
用

は
、
只
数
的
計
算

に

の
み
吾
人

を
導
き
得

る
も

の
と
想
像

し
、

そ
う
し
て
富
は

只
理
論
の
み
に
吉

て
慣
肇

を

姦

的
決
篭

瀬
し
な
い
・
と
が
、
明
か
に
知
畳
さ
れ
た
が
警

懸

的
装
置
轟

濟
畢

の
研
欝

蕩

著

こ
と
は
、

ダ
ト
ヒ
誤

れ
る
結

果

に
導

く
恐
れ
が
な

い
と
し
て
も
、
少
な
く

も
無

駄

な
、
叉
物
識

り
振

っ
た
所
作

で
あ

る
と
云

ふ
結
論

が
、
引
合
出

さ

れ
た
。
併

し
数

學
的

解
揖

に
熟
達

せ
る
人

々
は
、
其

の
目
的

は
輩

に
巌

を
計
算

す
る

の
で
な

い
ご
と
、
夫
れ

は
叉
鐵

に
於

て
表

は
さ
れ
得

な

い
大

愚

の
間

の
諸
關
係

及

び
其

の
法
則

が
代
数

式

に
於

て
表

は

し
得

ら
れ

な

い
函
数
間

の
諸
關
係
を
費
見
す
る
爲

め
に
も
、
用

ひ
ら
れ

て
居

る

こ
と
を
熟
知

し
て
居

る
。

か
く

て
確
率

の
理
論

は
、
タ
ト
ビ
経
験

の
助
け

に
よ
ら
ず

ば
、
偶
然
的

事
件

に
塾

し

て
獄

的
慣
値

を
與

へ
る

こ
之
が
不
可
能

で
あ
る
と
　

タ
ト

ビ
殆

ん
ど
総

て
の
場
合

に
於

て
、
實

行

が
要
求
す
る
数
的

も

、
甚

だ
重
要

な
る
命
{題
の
払
醐
謹
を
與

へ
る

の
で
あ
る
。

か
く

て
又
理
論
力
量
　は
、

結
果
を
與

へ
る
爲

め
に
、
経

験

に
訴

へ
る

こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
も
、
最

と
も
有
利

な
る
懸
用

の

一
般

的
諸
定
理
を
、
慮
用
力
學

に
與

へ
る
の
で
あ

る

。更

に
同
書
第

羽
車

第

二
+

一
部

に
、
左

の
丸

森

述

し
て
身

。

"

.
」
.
「

囲

～

◎
.

計
算
す
る
こ
と
も
、
亦
測
定
す
る
こ
と
も
出
米
な

い
甚
だ
多
く

の
精
耐
的
原
因
が
、
需
要

の
法
則
に
影
響
を
及
断
す
が
故
に
、
.畳
人
は
此

の
法
財

が
死
亡
馨

法
則
や
、
義

計
學
或
経

會
的
算
術
と
馨

え

・
も
?

簸

に
於
て
決
定
さ
れ
る
総
て
.の協

毒

ゑ

走

、,
.
、5
斐

公

緊

鶴

篠

駝

講

義

監

禁

鶴

駆

梅
鷲

雛

鶴

雛

嵩

雛

鐘

銘

舞

鮎

嘲
燕

讐

羅

維

墜

露

携

鱒
影

馨

墾

転

覆

雛

鍵
形

夢

署

と
摩
る
函
数
凌
表
は
す
馨

講
説
、」そ
う
し
悪

露
譲

}蝦
學
的
経
濟
學

の
論
理
的
謹
…造

の
批
剴

第
三
十
二
巷

四
七
七
.

第
三
號

四
三



徽
學
的
経
済
學

の
論
理
的
構
造
.の
批
剣

第
三
+
二
巻

」四
七
八

第
三
號

.
四
四

入雑
諮

議

難

難

養

赫
撤盤

量

筋
雛

謹

蕃

語

鰭羅

糠

魏
鱗

簿

與

へ
得
ら
れ
な

い
量

の
間
に
、
確
實
な
諸
關
係
を
與

へ
る
之
と
で
あ
る
.か
ら
で
あ
る
。

束
知

の
函
数
は
其

の
未
知
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
知
ら
れ
た
る
諸
性
質
或
は

一
般
的
特
性
を
有
し
得
る
。
夫
紅
は
例

へ
ば
無
定
限

に
増
加
す
る
と
か
、

緊
轡
総
監
泰
はに鰐
鐘
需
驚
器
、露
難
境
陽
独
罫
購
に藤
棚
蛎
彊
鴛
駝
響
弛
奪
瀦
騰
貿
鵬
罫
磁
仲
鍛

竈
潔
霧
樗
蒲
誰
藁
必
腿
㌍
鍛
離
罐
羅
鰍
獄
梅
羅
鷺
鍵
鷺
鉱
剖騒
哩
鰭
饒
蜘霧
議
鶴

親鍵

撒磯

繋
鰹

譲

鴛

灘
僻
鵬欝

雛

蕪
藷

糠

護

脇
貿癖

の嚢

襲

　

・少
な
唐
鍬
に
煙
死
し
、
其
筈
の
未
無
量
の
偵
値
を
螢
死
す
器
爲
め
の
最
善
の
概
察
に
、
観
察
者
を
導
く
の
で
あ
る
。

今
歎

學
的
方

法
を
経

済
學

に
適
用
す

る
に
就

て

.
ク
ー

ル
/
が
右

に
述

べ
し
が
如

く

に
解
繹

せ
る
敷
學

的
方
法

の
論

理
的
本
質

は
、
其

の
後

叉
今

日
も
、
数
學

的
経

溌
學
者
が

一
般

に
承
認

し

τ
居

る
も
の

に
し

て
、
そ
う
し

て

其

の
貼

が
よ

く
了
解

さ
れ
る
な
ら
ば

、
敷
學

的
経
濟

學

に
封
ず

る
.多

く
の
誤
解

は
自

か
ら
除
去

さ
れ

る
で
あ
ら
う

と
思

は
れ

る
.。

却
説

上
は
述

べ
し
㈲

、
㈲
馬
㈲

及
び
㈲

の
四

つ
の
理
由

に
關

し

て
、
先

づ
㈲
及
び
㈲

の
二

つ
を
合

せ
て
考
察
す

る

が

、
夫
.れ

に
就

て
は
近
來

濁
逸

の
學
界

に
於

て
文
化
科
學
或

は
精
神

科
學

の
方
法
論

に
關
し

て
起

れ
る
論
争

は
、

吾
人

に
激
ゆ

る
庭
甚

だ
多
大

で
あ

る
と
思
は
れ

る
。
併

し
此

の
論
争

に
就

て
は
本

論
文
第

二
節

以
下

に
於

て
少

し

詳

し
く
論
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
か
ち
、
此
庭

で
な
共
共

の
ほ
ん

の

一
班
を
述

べ
、
且

つ
夫

れ

に
劃

す

る
私

の
態

度

を
少

し
く
述

べ
る
ゼ
け

に
止
め

て
、
経
済
學
が

一
の
精
油

科
學

で
あ

る
と
云

ふ
理
由

の
み
で
、敷

學
的
経
済
學

を
排



斥

せ
ん

と

す

る

こ
と

の
不

當

な

る
を

示

し

て
置

き

た

い
と

思

ふ
。

要

す

る

に
私

は
此

の
論
争

は
根

本

的

に
は

、
方

法

論
上

の
或

は
科

學

の
論

理

學

上

の

二

つ
の
方

針

の
衝
突

で
あ

る
と

思

ふ

の

で
あ

る
が

、

其

の

一
は
科

學

の
封

象

と

な

る
も

の
が

根

本

的

に
匪

別

さ

れ

る

二

つ
の
蔀

類

、
即

ち

自
然

と

文

化

或

は
精
神

と

分
間

に
は
、
本

末

性

質

上

の

根

本

的

差

異

が

存

在

す

る
と

認

め

.
或

は

爾
者

が

吾

人

の
意

識

に
與

へ
ら

れ

る
仕

方

に
根

本

的

差

異

が

あ

る
と
認

め

、

そ

う

し

て
其

の
差

異

に
基

い
て
科

學

を
根

本

的

に
優

馴

せ

ん
と

す

る
方

針

、
其

の
二

は
科

學

の
根

本

的
医

別

は

、
自

然

と

文

化

或

は
精

神

と

の
間

に
本

來

存

在

す

る
と

云

は

れ

る
が

如

き
性

質

上

の
根

本

的

差

異

や

、

叉

は
爾

渚

が
脅

人

の
意
識

に
與

へ
ら

れ

る
仕
方

の

差

異

と

麟

ぜ
ら

れ

る
が

如

さ

駐

の

に
よ
り

て
、
、決

焦

さ

れ

る

の

で
な

く

、
本

来

科

學

の
認

識

目
標

の
根

本

的
差

異

、

か

く

て
科

學

の
方

法

の
根

本

的
差

異

に
よ

り

て
決

定

さ
れ

る
可

き

も

の
と

見

る
方

針

で
あ

る
。
第

一
の
方

針

を

學

問

論

的

に
最

と

も

深

く
展

開

し

た

る
は

、

デ

イ

〃
タ

イ

や

、
今

日
ゲ

イ

ル
タ

イ

の
精

神

科

學

論

の
根

本

思
想

を

、
西

南

濁
週

派

の
學

問

論

を
加

味

し

て

登
展

さ

せ
ん

と

す

る
人

々
、
又
之

を

現
象

學

的

に
精

練

し

て

、
更

に

ヘ
ー

ゲ

ル
の
辨

證

法

を

と

り

入

れ

て
登

展

さ

せ
ん

と

す

る
人

々

で
あ

る
と

思

ふ

が

、
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現

代

の
哲

學

者

、

歴

史

學

者

翫
経

数
學
的
経
済
學
の
論
理
的
構
造
の
批
判

筑
三
+
二
巻

四
七
九

第
三
號
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数
學
的
経
濟
學
の
論
理
的
構
造
の
批
劃

策
三
十
二
巷

四
八
○

第
三
號

四
六

濟

學

者

、
其

他

の
文

科
學

洛
中

根

本

的

に
同

じ

方

針

を

遵

奉

す

る
人

々

が
多

い
。

そ

う

し

て
第

二

の
方

針

を

ヤ

沸

り
學

問

論

的

に
最

と

も
深

く
展

開

し

た

る
は

、

西
南

凋

逸

涙

の
哲

學

者

、
殊

に
リ

ッ
ケ

ル
ト

、
及

び

根
本

的

に
は

厨

派

の
方

針

に
從

へ
る

マ
ク

ス
・
ウ

エ
ー

バ
ー

井

に
其

の

一
派

の

人

々

で
あ

る
と

思

は

れ

る
。
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今

第

一
の

方

針

を

と

る

文

化

科

學

者

が

、
自

然

現

象

か

ら

文

化

現

象

或

は

精

神

現

象

を

本

来

匿

刑

す

る

根

本

的

性

質

と

し

て

眠

調

し

て

居

る

も

の

は

種

々

あ

る

が

、
大

鐙

上

矢

れ

は

フ

ラ

ン

ツ

噂
オ

ィ

レ

ン

ゾ

ル
ク

が

分

類

せ

る

如

-
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そ

う

し

て
右

の

四

つ
の
事

柄

が

、

科

學

の
樹

象

遇

し

て

の
文

化

現
象

或

は
精

帥

現

場
或

は
歴

史

現
象

を

、
同

じ

く
科

學

の
対
象

と

し

て

の
宿

然

現
象

か
ら

、・
.決

し

て

根
本
的

長

別

ず
・
も
の

で
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こ
と
を
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深
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を
見

よ
)
私

は

一

切

の
科

學

は
、

つ
ま

り

は

因

果
關

係

を

普

遍

化

的

に
か

、
叉

は

個
性

化

的

に

か
究

明

せ
ん

と

す
る

も

の

で
あ

る
と

見

る

リ

ッ

ケ

ル
ト
や

マ
ク

ス
・
ウ

エ
ー

バ
ー

の

見

解

に
ば

同

意

す

る
こ

と

が
出

來

な

い
が
、
併

し

科

學

の
野

象

と

し

て
は
文

化

現

象

或

は
精

紳

現
象

は

、
右

の

四

の
事

柄

に
於

て

.
自

然

現
象

か
ら
根

本

的

に
性

質

上
匠

別
さ

れ

る
も

の

で
な

い
と
見

る

マ
ク

ス
・
ウ

エ
ー

バ
ー

の
見

解

に
は
、
全

然

同
意

す

る

の

で
あ

る
σ

尚

ほ
第

一
の
方

針

を

と

る
或

人

々

の
特

に
強

調

す

る
露

の

、
精

神

現
象

が

吾

人

の
意

識

に
與

へ
ら

れ

る
仕
方

は

、
自

然

現
象

が

吾

人

の
意
識

に

興

へ
ら

れ

る
仕

方

か

ら

.
根

本

舶

に
異

な

っ
て
居

る
と

見

て

、
科

學

を

根

本

的

に
腿

別

せ
ん

と

す

る
見
解

を
排

斥

す

る
貼

に
於

て

も

、
私

は

マ
ク

ス
・
ウ

エ
ー

バ
ー

の
読

に
同
意

す

る
。

そ

う

し

て
敷

學

的

経

済

學

が

経

濟

的

均
衡

の

方

程
式

或

は
法

則

と

稽

す

る
も

の
は

、
論

理
的

に
は

つ
ま

リ

マ
ク

ス
・
ウ

エ
ー

バ
ー

が

一
般

的

規

則

と

稻

す

る
も

の

、但
し
理
想
典
型
の
概
念
に
就
て
、重
要
な
る
鮎
に
於
て
私
は
押
ク
ス
・

.の
意

味

で

の
理
想

典

型

ぼ
Φ9
揮
篭

暴

で
あ

る

と
認

め

る

。

〆
ウ

エ
ー
バ
ー
と
見
解
を
異

に
し
て
居

る
が
其

の
鮎

に
聞

し

て
は
後

に

儲
胃
弱
%
と
)

か

く
て
敷

學
的
経
濟
學

の
確

立
す

る
理
論
や
法
則
が

、
現
實

を
離
れ
た
非
現
實

的
な

る
春

の

で
あ

る

と
云

ふ
こ
と

は
、
決

し

て
敷

學
的
経

済
學

を
排
斥

す

る
理
由

と
な

る
も

の
で
な

い
と
考

へ
る
。
足

れ
理
想
典
型

は

非
現
質

的
な

る
も
の

で
あ

る
が
故

に
、
現
實
態
を
科

學
的

に
説

明

し
或

は
了
解
す

る
嚼

め
に
、
論
理
的

に
必
要
郁

る
も

の
で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。
さ
れ
ば
経

済
學
は

一
の
精
神
科
學

で
あ

る
と
云

ふ
こ
と
は
.
決

し

て
数

學
的
経
灘

學

の
論

理
的
或
は
方
法
論
的
可
能
性
を
否

定
す

る
も

の
で
な

い
の

で
あ

る
。

・

・
.

瀞

ズ
封

.呼

数
學
的
経
済
學
の
論
理
的
構
造
の
批
剃

第
三
十
二
巷

四
八
一

第
三
號

騨
廿



鍛
學
的
経
濟
學
の
総
理
的
構
造
の
批
判

第
三
十
二
巻

四
八
一一

第
三
號

四
八

但
し
私

は
後

に
も
述

べ
る
如

く
、
西
南
濁
逸
派

の
人

々
や

.

マ
ク

ス
・
ウ

エ
ー

メ
ー

一
派
の
人

々
の
如

く
、
科
學

の
認
識

目
標
或

は
認
識
開

心
か
ら
見

て
、
科
學

の
方
法
を
根

本
的

に
普
遍

化
方

法
と
個
性
化
方

法
と

に
大

別
し
、
随

ふ
て
方
法

の
上
か
ら
科
學

を
根

本
的

に
二
部
類

に
匠
刑

す

る
と
同

時

に
、
デ

ィ

ル
タ
イ

一
派

の
人

々
の
如

く
、
科

學

の
対
象

と
し
て
の
自
然

と
精
神

或
は
文
化

と
分
間

に
、
.本
来

性
質
上

の
差
異
あ

る
を
認

め
て
、
封
象

の
上
か
ら

立

て
ら

れ
る
科
學

の
根
本

的
分
類
を
も
承

認

す
る
。
併

し
自
然

と
文
化
或

は
精
帥
と
が

根
本
的

に
圖

別
さ
れ
る
性

質

罵
就

て
は

.
其
筈

の
人

却
と
見
解
を
異

に
し
て
居

右
。
要
す

る

に
私

は
自
然

現
象

は
本
家
器
械

的
函
架
的

な
る

も

の
に
し

て
、
之

に
罰

し

て
文
化

現
象

或

は
精
脚
現
象

は
本
来
志

向
的
な

る
も
の
で
あ

δ
と
認

め
、
か
く
て
自
然

現
象

を
樹
象

と
す

る
自
然
科

學
は
本
来
因

果
關
係
を
究

明

せ
ん
と
す

る
も

の
で
あ

る
に
対
立

し
て
、
文
化
現
象
或

精
励

現
象

を
樹
象

と
す

る
精
神

科
學
或

は
文
化
科
學

は
、
本
来
志
向
關

係
を
究
明

せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ

る
と

し

て
、
科
學

は
先
づ
其

の
劉
象

の
上
か
ら

見

て
根
本

的

に
二
部
類

に
大

別

さ
れ

.

次

に

自
然
科

學
も

亦
文
化
科
學

も

、
芳

法

上
普
遍
化
方

法
を
用
ひ

て
普

遍
的
因
果
關
係
或

は
普
遍

的
志
向
関

係
を
究
明

せ
ん
と
す

る
も
の
で
あ

る

か
、
叉

は
個
性
化
方

法
を
用

ひ

て
個
性

的
因
果
關
係

或

は
個
性
的
志
両

開
係

を
究

明

せ
ん
ど
す

る
も

の
で
あ

る
か

に
よ
り

て
、
自
然
科
學
が
並
旦
遍
化
自
然
科

學
と
個
性

化
自
然

科
學

と

に
、
叉

文
化

科
學

は
普
遍
化

文
化
科
學
と
個

性

化
科
文

化
科
學
と

に
大

別
さ
れ

る
と
見

る
の
で
あ

る
。
稍

々
詳

し
く
は
街

ほ
後

に
述

べ
る
。

次

に
◎

の
理
由

に
就

て
は
、
実
れ
は
経
済

學

に
於
け

る
敷

學

的
方

法

の
適

用

の
不
可
能
性

を
明
示
す

る
よ
り
は
、



寧

ろ
喋

の
必
要
を
讃
明

す

る
も

の
で
あ

る
と
も
云

ひ
得

ら

れ
る
。
要

す

届
に
経
済

現
象

は
甚

だ
複
雑

な
錯
綜

せ
る

も
の

で
あ

る
が
故

に
、
之

を
比
較
的

に
軍

純
な
因
果
關
係
或

は
志
向
關
係

に
分
析

し
、
還
元

し
て
究
明

す
る
こ
と

、

が
不
可
能

と
な
り
、
か

一
て
之
を

一
定

の
均
衡

關
係

に
於

て
把

捉

せ
ん
と
努

め
る
・」
と
、
即
ち
敷

學
的
方
法
を
適

す

る
こ
と
が
必
要
と
な

る
の
で
あ

る
。

経
り

に
㈹

の
理
由

に
就

て
考

へ
る
に
、
云

ふ
ま

で
も
な

く
、
経
濟
問
題

の
前
提
を
嚴
密

に
或

は
精
密

に
決
定

す

る
.」
と

は
困
難

で
あ

る
。
併

し
此

の
事

は
　

に
述

べ
し

計

ケ

の
言
葉
を

よ
-
了
解

す

れ
ば

、
決

し
て
驚

的
経
済

學

の
可
能
性
を
否
定

す

る
も

の
で
な

い
こ
と
が
畳

ら
れ

る
患

ふ
。
樹

ほ
注
意

す
可
き
は
歎

學
的
方
法

の

嚴

密
性

と
か
精

密
性
と

か
云

ふ
は
、
必
ず
し
も
計
算

の
精
密
性

を
意
味

す

る
も

の
で
な

く
、
推

論
或

は
推

理
の
嚴

密

性
或

は
精
密

性
を
意

味
す

る
も

の
で
あ

る
と
云
.ふ
こ
と

で
あ

る
。
そ
し

て
與
料
が
よ
り
多

く
精

密

で
あ

る
か
、

又

は
よ
-
少

な
-
精
奪

あ

・
か
と
云

ふ
・
と

は
、
問

題
を
解

す

・
薦

め

に
用

ひ
ら
れ

・
繁

的
方

法

の
推
理

の

嚴
密
性
其
物
を
敢
て
憂
更
し
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
心
理
學
的
測
定
の
軍
位
が
存
在
せ
ざ
る
が
故
に
、
快
戚
或
は

効
用
の
分
量
を
測
定
す
る
.、
と
は
纂

な
い
と
云
ふ
事
は
、
今
日
の
数
學
的
経
濟
學
鋳

し
て
は
・
葦

意
義
を

有

し
な

い
も

の
で
あ

る
。
是

れ
今

日
の
歎
學
的
経
済
學

は
効

.用

の
測
定
可
能
性

を
根
擦

と
し

て
立
論

す

る
の
で
塞

く
か

只
財

の
効

用
が
、
或

は
財

の
消

費

に
よ
う

て
與

へ
ら

れ
る
快
戚

が
相
等

し
き
か
高
相
等

し
か

ら
ざ

る
か
を
重
要

観
す

み
だ
け

で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。
そ
う
し

て

二
つ
の
大

さ
の
相
等

し
き
か
、
然
ら

ざ

る
か
を
決

定
す

る
薦

め

に

鍛
學
的
経
濟
學
の
論
理
的
構
造
の
批
判

第
三
十
二
巷

四
八
三

第
三
號

四
九

・



晶
開
園
申
的
経
晴
間
接
白
論
理
的
構
建
白
川
批
剣

第
三
十
ニ
巻

四
人
四

第

披

五
，0 

は
、
敢
て
測
定
の
車
位
を
要
し
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
簡
単
な
が
ら
論
遁
し
来
れ
る
慮
に
よ
ち
て
見
れ
ば
、
敷
率
的
経
済
皐
の
論
理
的
可
能
性
は
敢
て
疑
は
れ
得

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
と
思
ふ
。
併
し
此
蕗
に
更
に
問
題
は
起
っ
て
く
る
。
即
ち
敷
撃
的
経
済
準

は
論
理
的
に
可
能
で
あ
る
と
し
て
色
、
夫
れ
は
果
し
て
鰹
梼
拳
の
研
究
上
、
買
質
的
に
有
盆
な
る
貢
献
を
な
し
得

る
が
、
或
は
必
要
で
あ
る
か
と
一
再
ふ
問
題
で
あ
る
。
そ
う
し
て
一
般
の
艦
梼
撃
者
中
に
は
、
教
事
的
粧
梼
撃
は
今

日
ま
で
、
ま
だ
根
本
的
に
何
等
章
一
要
な
る
貢
献
な
し
て
居
な
い
と
考
へ
-m

犬
れ
に
よ
り
て
披
串
的
艦
梅
眠
中
の
無
用

或
は
無
効
力
或
は
不
必
要
を
主
張
す
名
人
々
が
あ
る
。
そ
れ
で
衣
に
業
等
の
人
々
の
所
論
に
就
て
、
敷
率
的
経
梼

皐
は
果
し
て
無
用
或
は
無
効
力
或
は
不
必
要
で
あ
る
や
否
や
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。


